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■日本燃焼学会創立50周年記念特集■

は じめ に

日本燃焼学会が, 日本燃焼研究会の頃を含めて,50周 年

を迎えると聞いた とき, 日本の燃焼 研究 もその歴史を語 る

ことが出来 る ようになった と,感 1既にふけつた さ らに,

その記念特 集号に, 日本燃焼学 会の移 り変わ りにつ いて書

くように要 請 され,名 首を感ず ると共に,そ の責任の重 さ

を感 じた

日本燃焼学 会の歴史は, 日本の燃焼 研究の近代史にあた

る そ の創設の いきさつは,当 時の 日本 の燃焼研究がおか

れた状況を知って,初 めて理解 で きるはずである と ころ

が, 日本の燃焼研究がいつ頃,誰 によって始 められたかに

ついては,定 説があるわけでな く,調 査 した例 も知 らない

私が よく知 る火災に関連す る燃 焼研究に限って も,古 事記

のなかに 「向かい火」の記述が あることか ら考 えて,8世

紀以前には,火 の性質を知った うえでの防火技術が存在 し

ていた とい える 私 が この世 に生を受けるより遂 かに者の

ことである ま た,第 2次 世界大戦 中あるいはそれ以前に

も,航 空機 を飛 ばすためのエンジンの研究やその他の燃焼

装置の開発 や改良の研究な ど,数 多 くの人 々の大変な労吉

があったこ とも,折 に触れ関かされて きた 日 本 におけ る

燃焼研究の歴史を語 るには,文 献や見間 によらぎるを得 な

い音の ことも省 くわけにいかな い し, どの時代 に力点を置

くのかを決め るだけで も,容 易 なことで はない そ こで,

燃焼学会の前身である燃焼研究 会発足以前の 日本の燃 焼研

究がおかれ た状況については,省 略す るこ とに したが, こ

れはひ とえ に筆者の浅学非才の故であると,ご 容赦いた だ

きたい

今回の特集は, 日本燃 焼学会の 50周 年記念 とい うこと

であ り,ま た,上 記のような理 由で, 日本燃焼研 究会発足

以前については触れず, 日本燃 焼研究会発足以後 50年 に

亘 る時期 に限定 して,そ の歩みを まとめてみた た だ, 日

本燃焼研究会発足の頃は,私 はまだ小 学生で,前 途不確定

の状況にあ り,詳 細なことは見聞によるしかな い ど うし

ても,直 接身近で起 こったことについて詳 しくなるととも

に,そ の ときの立場で記述することになるが, ご理解 いた

だきたい

日本 燃 焼研 究会 発 足 の頃

昭和 28年 11月 ,「 日本学術 会説 内に設置 された 「燃

日本燃焼学会 50年 の歩み

千葉科学大学 平 野 敏 右

焼研 究連 絡委 員会 Jに 対 応す る形 で,「燃焼研究 懇話 会 J

を創立 したのは,東 京大 学教授であつた矢木 栄 先生を 中

心 とするグループであった 当 時の 「日本学術会議Jの 重

要 な役割 として,研 究者の海 外派遣の審議があ り,研 究者

達の意見を集約する場の必要性 を痛感 したためであった と

推察する

1年 余 り後の昭和 30年 春 には,「燃焼研究懇話会 Jの 臨

時総 会を開 き,「 日本燃焼研究 会Jと 名 称を変更 すると と

もに,組 織構成 を整備 した (秋田 一雄 先生の本特集号の記

事[1]によ る)な お ,辻 廣 先生 が執筆 された燃焼研究 50

号 (1979年 5月 号)の 記 事[2]によれば, この臨時総会 は,

昭和 29年 秋であ り,矢 木先生が執筆 された燃焼研究 66号

(1984年 8月 号)の 記事団 には,昭 和 30年 5月 に 「日本燃

焼研究会」が発足 したことになっている 同 じ記事の中に,

その年開かれた第 5回 国際会議 (燃焼シンポジウム)へ の提

出論 文並 びに代表 派遣 な どを討議 したこ とになってい る

が,第 5回 国際燃焼シンポジウムは,昭 和 29年 8月 か ら9

月にかけて開催 され てお り, そ こで,国 際燃焼学会 (Thc

Combustion lnstiuに)が 設立されたのを受けて 日本燃焼研究

会が発足 した ことや,国 費での出張にかかわる予算が数 ケ

月前 に決 まる ということがあ り得 そ うもない ことな ので ,

何かの誤解があった もの と思 う ま た,熊 谷 清一郎 先生

が執筆 された同じ燃焼研究 66号 に掲載された記事[4]には,

第 5回 国際燃焼 シンポジウム (昭和29年 8月 -9月 )と 第 6

回国際燃焼 シンポジウム (昭和 31年 8月 )の 間に 「日本燃

焼研究会J力 発`足 した となっている

日本燃焼研究会 発足当時の会員は,正 会員 37名 ,維 持

会社 18社 であ った 運 営 にあた る役 員は,会 長 と幹事よ

りな り,会 長に は矢木先生 が,幹 事に は疋田 強 先生 ,熊

谷先生 と維持会員 5社 が就任 した[3]

この頃の 「日本燃焼研 究会」は, 日本で燃焼 に関す る研

究に従事 している研究者の意見 交換の場であ り,燃 焼 に関

連する企業 が これを援 けるとい う機構 となっていたよ うで

ある 機 関紙 として,「燃焼研 究Jの 第 1号 を発 干Jしたの

が,昭 和 34年 で あ り,後 に 日本 の 「燃焼 シンポジウム」

に発展す る燃焼に関するシ ンポジウム (第 1回 「燃焼シン

ポジウム」 と位置づ けてい る)力 開`催 されたの は,昭 和 38

年であつた

「燃焼研究Jは ,「日本燃焼研 究会Jの 機関紙 として,燃

焼に関する研究の動向を紹介す るとい う役割 を果た してい

たようで,後 に触れ るように,平 成 5年 に至 るまで,す べ

(17)



て依頼原稿 で成 り立っていた ま た,「燃焼シンポ ジウム」

は, 日本の研究 者の研究 レベルを高 めることを,主 要な役

割 としてい た といってよ く,国 際シンポ ジウムに応募する

論文 は,ま ず 日本のシンボジウムにおいて発表するように,

奨励 されていた 「日本 燃焼研究会Jは ,す で に述べた と

お り 「日本学術会議Jに 設置 された 「燃焼研究連絡委員会J

に対 応する形 で発足 したわけであ り,「燃焼研究連絡 委員

会Jの 重要審議 事項に海外派遣する研究者 を選考するとい

う事項があ ったことか らも伺 え ることであるが,燃 焼研究

者の 国際的な活動 を支援する という役割を呆 た して いた

このような背景の下に,「日本燃焼研 究会Jは ,「国際燃焼

学会Jの 日本支部 と位置づ けられ,会 長 は,「国際燃焼学

会」の日本支部長 (rapancsc scc6on Chおr)であった

日本燃 焼 研 究会 の活動 の軌 跡

先輩 たちの思 い出話 を何 う と,「 日本 燃焼研究 会」発足

以前 には, 日本 に研究の本拠 を置 く燃焼 分野の研究者は,

国際学会に参加するだけで,大 変な苦労 を強い られていた

[37]こ の ことは, 国際 的にもよ く知 られていたようで,

国際燃 焼シンポ ジウムには, 日本か ら論文を提出する (代

読 も可 能であった)だ けで歓迎 され,参 加 に際 してもいろ

いろ配慮 していただいていたよ うである ア メリカで 開催

された国際燃焼 シンポジウムに出席す るために,民 間の船

舶 に同乗 させて もらう,あ るいはア メリカ軍の輸送シス テ

ムを利用 させて もらうな ど,今 では考 え られない手段を と

っていた 必 要 な経費を上面するのは,今 と変わ らないが,

外貨の獲得 も思 うようにならな い状況にあった こ の傾向

は,「 日本 燃焼研究 会J発 足 当時 も続 き,「国際燃焼学会 J

出席者のた めに,ア メ リカの本部か ら日本支部に送 られて

きていた,補 助金が大 いに役立っていた こ の補助金 の支

給は,昭 和50年 代初頭 まで続いた

このような状況にあった昭 和 33年 に開催 された第 7回

国際燃焼 シンポジ ウムにおいて, 熊谷先 生 と磯 田 浩 先生

が昭和 31年 開催の第 6回 国際燃焼 シンポジウムで発表 さ

れた論文 「Combustion of FucI DroPIcts in a Falling ChambcrJ

に対 し,第 1回 の 「S■vcr Mcdal」力ざ授与 された 日 本人の

燃焼研究者が誇 るべ き快挙であつた

日本 の燃焼研 究者に とって の大 きな進展 は,「 日本 燃焼

研究会Jの 会長が矢木先生か ら疋田先生 に引 きlLがれた と

きに加 速 したよ うである 疋 田先 生は,昭 和 40年 に 「日

本燃焼研究 会」の会長を引 き継がれた そ の後 「国際燃焼

学会Jに おける 「日本支部 」の重要性を認識 してもらえる

ように勧 きかけた結果であると思われ るが,先 生は,昭 和

45年 には,「国際燃焼 学会Jの 理事に選ばれて,就 任 され

た ア メ リカのユタ大学で開催 された第 13回 国際燃焼シ

ンポジウムの場であつた た ぶん,そ の場で ,国 際燃焼シ

ンポジウムの日本への招致 を打診 された, あ るいは提 案 し

た と思われ る 次 回, すなわちアメ リカのペンシルバ エア

州立大学で昭和 47年 に開催 された第 14回 燃焼シンポジウ
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ムにおいて は, 日本への国際燃焼 シンポジウム招致のため

の準備状況が報告 されたはず である 「 国際燃焼学会Jに

とっては, ア メリカ とイギ リス以外の国で初めて開催す る

国際燃焼シ ンポジウムである し か も, 日本か らの提案 に

よれば,国 際燃焼 シンポジ ウム と呼ばれる以前 の第 1回 ,

第 2回 を除いて,そ れ までの国際燃焼シンポジウムが開催

地の大学施 設 を利用 していたの に対 し,都 市センター とい

うホテルを併設する,大 学以外の会場で開催することにな

つて いた 「国際燃焼学会 J理 学会 にとっては,い ろいろ

心配なことがあったに連いない

当時の国際燃焼シンポジウムは,国 際学会 としての評価

が高 まって きて,ま だアブス トラク トによるものであった

がぅ発表 を希望 する論文をすべて採 択せず,審 査により優

れた論 文を選択 する制度を導入 してい た 第 14回 国際燃

焼シンポジウム に, 日本か ら投稿 された論文は 10数 編 あ

つたようであるが,僅 か 3編 (うち 1篤 は,ア メリカでの

研究業績 であった と聞いている)し か採択 されなかった

このシンポ ジウムは,前 述のように, 日本 に招致 す る直前

のものであ ったが, 日本人の手 になった論文が秋田先生の

招待講演を含めて も 4編 しか発表が許可 されなかった こと

か らもわか るように, 日本の燃焼研究は,国 際的に見 た ら

とるに足 りないもの といえた そ のような状況にあった 日

本に国際燃 焼シンポジウムを招致 したのであるか ら,任 に

当たった 「日本燃焼研 究会Jに あって, この招敦を担当 し

た人々の苦労は並大抵ではなかったはずである「8]

このように 「国際燃P/L学会J埋 事会の懸念や 「日本燃焼

研究会Jに あって招敦 を担当 した人々の大変な苦労はあっ

たが, この国際燃 焼シンポジウムの 日本での開催 は, 日本

の燃焼研究 が重要な転換期にあ ったことを示す事業で あっ

た と位 置づ ける ことがで きる こ の第 15回 国際燃焼 シン

ポジウムには, 日本か ら投稿 した論文が ,6編 採択 された

国際燃焼シンポジウムで採択 された論文数が初 めて 2桁 に

な り,多 くの 日本 人の燃焼研究者が,国 際燃焼シ ンポジウ

ムを経験す ることがで きた 日 本 におけ る燃焼研究の国際

化が,一 気に進展 した といえる

第 15回 国際燃焼シンポジウム招致 とその結果以外にも,

当時の 「日本燃焼研 究会Jの 動向は,い ろいろな資料か ら

うか がい知 る ことが で きる 「日本 燃焼研究 会Jの 事業の

一部 として重要 な位置を占めて いたのは,外 国雑誌に掲載

され た燃 焼関係の主要 な論 文の抄録 を会 員に配布 する こ

と,燃 焼研究の主要な課題 について あるいは訪 日した国外

の著名な燃 焼研究者の話を聞 く講演 討 論会を開催す るこ

と,さ らには日本燃焼 シンポジウム を初め とす る国内の各

種講渡会を開催することなどで あった 特 に, 日本燃焼シ

ンポ ジウムは,「 日本 学術会議 Jが 主催す る形 式を とって

いたが ,終 始 「日本燃 焼研究会」(後に 「日本燃焼学会 J)

が企画 ・立 条 ・実行 を担当 して きた こ の頃の日本におけ

る燃焼研究 の発展の様子 は, 日本燃焼シ ンポジウムの変遷

をた どってみれ ば,実 感で きるはず である 第 15回 国際

燃焼シンポ ジウムを開催 した頃, 日本燃焼シ ンポジウムに
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投稿 され る論文の数 も増 え,内 容 も充実 していった

国際社会 における日本の燃焼研 究者の役割 も,変 化 して

きてい た 昭 和 40年 代の初めまで は, 日本の燃焼研究者

にとっては,国 際会議の主催者か ら開催案内 をもらいぅ国

際会議 に出席 して発表するとい うことが,主 な役割で あっ

た 昭 和 49年 に日本で第 15回燃焼 シンポジウムを開催 し

たが, この時点で,国 際会議の開催 に必要なことを, 日本

の燃焼研究者が実行 しなければな らない立場 になった 必

要な資金の調達,国 際会議に適 した会場の設定,宿 泊施設

の用意 と,出 席者に対 する適切 な情報供与 など,多 分初 め

てのことばか りであった と推察する

国際燃焼シ ンボジウムの運営に よって実績を得た日本の

燃焼研究者 は, 国際的な活動 を展開す る場合の重要な役割

を期待 され る ようになった 「国際燃焼学会 Jの 運 営に関

与する理事,受 賞委員会 委員,理 事選定委 員会委員,さ ら

には国際燃焼 シンボジウムでの論文選定委員会委員や査読

委員 などを推 薦す る役割を果 たすな ど,「燃焼研究会Jの

「国際燃焼 学会 J日 本 支部 としての仕事 が増 えて いつた

当然 「国際燃焼学会」で も発言権 が強 くなっていった さ

らに,「国際燃焼学会 Jの 発 展への貢 献 も期待 され るよう

になっていった

1987年 11月 には,ア メリカ西部支部 との間で,合 同シ

ンポジラムを,ホ ノルルで開催 した 多 くの参加者があ り,

リゾー トライフを楽 しんだ 続 いて,1989年 9月 には,オ

ース トラリア ニ ュージーラン ド支部 との間で,合 同の燃

焼シンポジ ウムをシ ドニーで開催 した こ のシンポ ジウム

には, 日本か ら40名 以上 の参加者 があつた こ のシ ンボ

ジラムの頃ぅオース トラリアの国内ll空がス トをしていて,

シンポジウム後の計画を実行で きなかったことは,振 り返

つてみると,い かにも残念で あった ま た,1993年 10月

には,ロ シアの燃 焼研究者の要請で, 日本 とロシ アの合 同

燃焼シンポ ジウムをモスクワで開催 した こ のシンポジウ

ムには,当 時の 「国際燃焼学 会Jの 会長であ つたカ リフォ

ルエア大学バー クレイ校 の Sttycr教授 に参加 して いただ

いたが, この ときロシアでは政変があ り,大 統領が下 院を

砲撃す るとい う事態 となって,国 際的に報 道 され, 日本 を

通 じて,Sawycr教 授の安否情報の提供 を求められ たのが,

今で も記憶 として残っている

燃焼研究会から燃焼学会ヘ

「燃焼研究会」は,矢 木先生か ら疋田先生 ,功 刀 雅長 先

生,辻 先 生,神 野 博 先生 と, その会長職が引 き継 がれ,

昭和 64年 1月 か ら,私 にその役 が回って きた 神 野先生

か ら私に会長が引き継がれ るこ とには,い ろいろ疑 問を持

つ人が多か つた もの と認識 して いる ま ず|そ の年齢差 で

ある 10歳 以上 も歳の離れた人物への引継 ぎが妥当である

か どうか,私 にも判断 しかねた 続 いて, 日本の燃焼研究

者 に対する指導者 としての資質 はあるか,さ らには,ま だ

若 くて研究者 をまとめることが で きるかな ど,得 心 しかね

ることがあ ったはずである し か し,私 は, この会長職 の

受 け継 ぎには,「燃焼研究会 Jの 設 立にかか わった グルー

プか ら 「燃焼研究会J生 え抜 きの グループヘの引継 ぎ とい

う意味があると受 け止め,敢 えて引 き受けることに した

時を 同じ くして,「 日本 燃焼研究 会J発 足 の頃中心 とな

つた研究者たちが高齢化 し,若 い研究者の数が増えてきた

「日本 燃焼研究 会J発 足 の頃参集 した研 究者たち は, その

ほ とん どが,研 究者 として育成 された時期,燃 焼の分野 を

主要な研究分野 とする研究室に所属 していたわけでは なか

つた い わば,多 様 な分野 の研究者が,研 究を発展 させ る

過程 で,燃 焼 とかかわ った という状況 であった といえ る

ところが,第 15回 国際燃焼 シンポジウムに参加 した若 い

研究者の多 くは,燃 焼 を主要 な研究分野 として育 つてきて

いた 燃 焼が独立 した字術分野の対象 であるという認識が

育成 されていた

神野先生は, 日本 におけ る燃焼研究の変遷を的確 に捉え

られ ていて ,「 日本 燃焼研究 会」会長 に在任中 に,数 々の

改革をして こられた 現 在の 「日本燃焼学 会」 の運営にか

かわる大部分の機構 は,神 野先生の 時代 に確立 された とい

える そ の締め く くりが,私 を会長の後継者 として選んだ

ことである 当 時,燃 焼にかか わる問題が大幅に変化 して

いた ときで ,燃 焼研究者 は,過 去の畜積 をそのまま役立て

てすませ る とい うわけにはゆか ず,か といって将来の見通

しが明確で はない とい う状況に立たされていた 国 際的に

も日本の燃 焼研究者が活躍する場が広が り,国 際燃焼 シ ン

ポジウム以 外の国際的な燃焼関連の学会で,論 文発表をす

るばか りで な く,運 営 にかか わった り, 日本以外の研究者

たち との共 同研究に参加 した り,あ るいは国外か ら複数の

研究者 を招聘 して,特 別なテー マで会議 を開いた りす るよ

うになって いた そ のような活動 をする日本国内の燃焼研

究者 のよりどころとして,「 日本 燃焼研究会Jを 頼 れ る組

織に改革す る必要があった そ の発足の頃 と同様, 日本の

燃焼研究の将来に とって重要な時期であった

会 長に就 任 して, ま ず行 った ことは,会 則を変 更 し,

「日本燃焼学会 Jを 立 ち上げる ことで あつた 燃 焼 を研究

するグルー プのよりどころとしては,研 究会 より学会のほ

うがよい と考 えたわけで , 日本の燃焼研究にかかわるグル

ープを同好 者の集 まりとして位置づ けていた,従 前の 「日

本燃焼研究会」の運営にあたっていた人々の懸 念を振 り払

って,実 行 したこ とであった し か し,会 則を変更 するに

当たつて,中 心 となっていただいたのは,神 野先生で ある

など】若手の燃焼研究者の意向を汲み取って くれた,先 輩

たちの理解 がなければ,実 現 しなか ったことである 幾 多

の議 論を経て ,「 日本 燃焼研究 会Jが 「日本 燃焼学会 」に

名称変更 したのは,会 長就任か ら2年 後の,平 成 3年 1月

のことであった[9]

次に行った ことは,機 関誌であ る 「燃焼研究 」を燃焼研

究に従事す る人々が研究成果 を発表 して,業 績を示す場 に

することで あった 学 会を代表 する専門誌 として,発 行回

数を増や し,投 稿論文の掲載を始めたのは,会 長就任か ら

19
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3年 余 りたった,平 成 5年 のことであった[10]

「日本 燃焼学会 Jが 同好会的な性格か ら燃焼 を研究対 象

とする学会 に脱皮するためには, まだや らな ければならな

いこ とが残っていた 「 日本燃焼研究 会」時代 には,東 京

大学工学部 と京都大学工学部の教授が交互 に,そ の会長職

についてい た 理 由はどうであれ,第 二者が見 た場合,公

正性 を欠 くように見 えるはずで ある 当 時の若手 の燃焼研

究者たちの意見を聞いて,調 整 を進 めた結果,次 の会長 に

は,東 北大 学教授の新 岡 嵩 先生に なっていただ くことに

なった 日 本の各大 学 に,有 能 なIIJl究者が育 つていたこと

が, このような ことがで きた背景で あつたことはい うまで

もない

国 際燃 焼 学会 との 関係

「日本 燃焼学会 」は,そ の名称変更後 も, 引き続 き 「国

際燃焼学会」の日本支部 としての役割を果た していた 会

員は, 自動的に 「国際燃焼学 会Jの 会員 として登録 される

ことになっていて,そ の多 くは,国 際社会で の燃焼研究の

動向に関心 をもっていた 国 際燃焼シ ンポジウムが開催 さ

れた年の日本燃焼 シンポジウムでは,国 際燃焼シ ンポジウ

ムの報告がなされて きた

「日本 燃焼学会 Jに 移 行 して以後 ,日 本 人の 「国際燃焼

学会Jで の活躍に も, ますます広 が りがでてきた す でに

述べた とお り,昭 和 45年 に疋 田先生 (昭和 55年 まで)が

「国際燃焼学会Jの 理事に就任 して以後,昭 和 51年 には熊

谷先生 (昭和 61年 まで)が ,昭 和 57年 には辻先生 (平成 4

年 ま0が ,昭 和 63年 に神野先生 (平成 7年 まで)が 理事に

就任 された し たがって,「 日本 燃焼学会」 に移 行 した時

点では, 日本か ら2人 の理事を 「国際燃焼学会」に送って

いた ことになる 私 が辻先生 のあ とを引き継 ぎ理 事になっ

たのは,平 成 4年 の第 24回 燃焼 シンポジウムがシ ドエ ー

で開催 され た ときである 国 際的に日本人に期待 されるこ

とが多 くなってゆ く時期で,平 成 8年 には 「国際燃焼学会」

の各 支 部長 よ りな る国際 燃 焼 学 会 委 員会 (CombuSdOn

lllstitutc Comllllttcc)の委 員長 を補 佐す る国際事務局長 に指

名され 任に就いた こ の役は,「国際燃焼学会」 の常務

理事 として,そ の運営 企 画に参加で きるものである こ

の役 は,平 成 10年 に,「国際燃焼学会Jの 組織変更があ り,

名称が支部事業 担当事務局 長 となった力ヽ 平成 16年 に理

事か ら引退する まで, 続けた 平 成 10年 か らは,新 岡先

生が理事 に就 任 され,平 成 16年 に会長 が Law先 生 か ら

Hayncs先生に引き継がれ るとき,国 際燃焼学会委員会の委

員長をかね る 「国際燃焼学 会」の支部事業 担当副会長に指

名 され,任 に就かれた

「国際燃焼学会Jの 機関誌である Fcombushon and Flamc」

にもいろいろ貢献 して きた 「 日本燃焼学会 Jに 移 行する

まえぅ1胃和 53年 には辻先生 (昭和 59年 まで)力S,昭 和 59

年には私 (平成 4年 まで !そ の後平成 6年 に再任 され平成

12年 まo力 S,平 成 5年 に竹野 忠夫 先生 (平成 9年 まで)

日本燃焼学会誌 第 48巻 143号 (2006年 )

と新岡先生 (平成 8年 まで)が Editorial BOaldとして,そ の

役を果た して きた さ らに,平 成 9年 には竹野先生が副編

集長 に指名 され,就 任 した そ の他 ,国 際燃焼シ ンポジウ

ムの論文選 定委員,国 際燃焼学 会の受賞者選定委員 な どの

名簿に日本人の名前が頻繁に見 られ るようになった

このような傾 向は, 日本の燃焼研究者の実力が付いて き

たこ ともあるが,時 期 として,「国際燃焼学会 」力S,主 催

す るシンポ ジウムに付する名前 どお りに国際的な機関 とし

て,変 貌を遂げ る過程であった ことも,要 因である 昭 和

29年 に 「国際燃焼 学会」が設立 された頃,そ の運営 には,

アメ リカの公的機関が深 く関与 していた そ の頃の世 界情

勢にあって,国 際燃焼 シ ンポジウムに参加す るには, アメ

リカの援助 が不可欠であった 「国際燃焼学 会Jの 運営が,

アメリカ,特 に東部地 区の燃焼研究者が中心 とな り,強 い

発言力を持 ったのは当然の ことで あった 「国際燃焼学 会」

会長が,平 成 と年号 が変わつた後 まで ,全 てアメリカ東部

の機関に所 属する燃焼研究者で あった ことか らも, このこ

とは認 識 で きる こ の傾 向 は, そ の後 も しば ら くの問,
「国際燃焼学会Jの 運営の主要 な部分 に,残 っていた

しか し, 国際 的な燃焼研 究を取 り巻 く情勢は, 昭和 50

年代か ら大幅に変化 し始め,昭 和 60年 代 になると, いろ

いろな ところで,時 代 とのず れが表面化 して きた 燃 焼研

究は,そ の対象や手段 などが,ア メ リカ国内ばか りでな く,

世界的に変貌を遂げようとして いた 外 国か ら国際燃焼シ

ンポジウム に参加する研究者は, 自国で参加 に必要な経費

を整え,ア メ リカに頼 ることが少な くなった

国際燃焼シンポジウムや Combustion and Flamcに投稿 さ

れる論文の テーマは,ア メリカの研究者が関心を示す もの

だけではな くなった 論 文選定に投稿者の立場 を理解 す る

配慮が 必要 とな った 昭 和 60年 代の 国際燃焼 シンポジウ

ムの論文選定 の基準 に,「文章 が まずい ことを不採lFNの理

由 としない」 とい う項 目が盛 り込 まれたのは,英 語が母国

語でない燃 焼研究者 に対 して,正 当な評価 をしようとす る

試みであった ま た,論 文選定委 員会で, 日本か らの応募

論文の採択 割合が悪いのを是正 して もらうということもあ

つた 当 然 ,Combustion and FlamcのBoaldや 国際燃焼 シ

ンポジウムの論文選定委員会に アメリカ入以外の名前 が増

えて いった こ の ように, 実質上は,「国際燃焼学会Jの

国際化が進展 していた

この動 きの締 め くくりは,運 営 体制の国 際化で あった

「国際燃焼学会 J発 足 以来,国 際 という名称の言 い訳のよ

うに,各 国の支部長 を委員 とする国際燃焼学会委員会 を設

置 し,運 営 して きたが,主 要な事項 は,そ の委員会 ではな

く,理 事会で審議 し,決 定することとなっていた し か し,

シンポジウムで国際を名称の一部 とす るか らには,真 の国

際組織,す なわちア メリカだけでな く世 界各国の意見が反

映する体制 にすべ きであるとい う,意 見が次第 に勢いを増

して きた 平 成 に入 って,「 国際燃焼 学会Jの 理 事会 で,

国際化の問題が議論 され るようになった そ の結果 ,ア メ

リカ束部以 外の地域か ら会長が選ばれ るようにな り,オ ー
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ス トラ リアの Hayncs教授が会長 を務 める,現 在の体制 に

なった

このような変革には,当 然 日本か らの寄与 もあつた と認

識 していた だ きたい 変 革の途上,前 述の国際燃焼学会委

員会の発言権が強 くなった ときがあ り, この委員会 の運営

に当たるた めに設 けていた国際燃焼学会委員会委員長 を国

際副会長 と して過 していたのを支部事業担当副会長 と して

処遇するこ とに改め,常 務理事会,理 事会での発言権を強

くした, と理解 して欲 しい 日 本か ら理 事 としてその運営

にか かわ って いた私は,支 部 事業担当副会長 を締佐 する

(就任時は国際 事務局長であつた)支 部事業担当事務局長 と

して 「国際燃焼学 会Jの 国際化の道筋をつけた こ の変革

に至 る以前の平成 8年 までは, まだぅ 日 本か ら推薦 された

理事 は,常 務 理事の任 には就 けないで いた し か し,「国

際燃 焼学会Jの 国際化 を推 し進め るのに積極的で あった,

オース トラリアのシ ドエー大学の Bllgcr先生が国際燃焼学

会委員会委 員長を辞任する騒 ぎがあつて,当 時 日本か ら理

事 として推薦 されていた私が,国 際事務局 長 として, 日本

人では初めて,「国際燃焼学会Jの 常務理事に就任 した

「国際燃焼学会Jの 国際化については,Bngcr先 生が戦闘

的な論陣を張ったのに対 し,私 は,根 強い活動 を展開する

ことにして いた 国 際化の方 法や計画について,歴 代の会

長の要請で,い ろいろな桐談に乗つた 結 果 として,今 の

体制 となったが,私 としては,ま だ改革の途上にあると認

識 している 現 在 ,新 岡先生が 国際燃焼学会の支部 事業担

当副会長の要職に就いてお り,す でに日本 の研究者がその

ような要職 につ くことに,運 和感がな い状況にはなってい

るが,燃 焼 とい う地域や人種 に関係な く人々の生活 に密着

した現象 を対象 とす る学問分野 が 国 際的であ るのは当然

で, さらに徹底 した国際化が実現することを期待 している

「日本燃焼学会」の近年の活動

「日本燃焼 学会J50年 の歩みの締め くくりとして,現 在

の 「日本燃焼学 会Jの 活動 に関連の深いい くつかの ことに

ついて述べ てみることにす る 近 年の日本 の燃焼研究に と

って,最 も重要 な行事 は,第 29回 国際燃焼 シンポジウム

であったことは,多 くの人々が認めるところであると思 う

これについては,そ の招致の経緯 も含 めて,今 の 日本 にお

ける燃焼研 究の国際的な立場を理解するのに役立つ こ とは

多いが,こ の特集号 で,詳 しく紹介 されることになって い

るので, ここでは省略す る

「日本燃焼学会Jの 活動 は,多 くの企業に援 けられてい

る と ころが 「日本燃焼学 会Jの 運営は,基 礎研究 に主体

を置 く大学 所属の研究者が中核 となって行っている 燃 焼

とい う研究 の対象 そのものは,研 究者が基 礎的な視点をも

って いて も, 応用 的な視点 をもっていて も, 変わ らない

実業 に生か す ことを目標 とする企業の研究者の立場か らす

れば,燃 焼を制御 するには,ど うすれば よいか, とい う知

識 さえ得 られればよい 大 学所属の研究者が蓄えた知識 を

まとめて提 供 して くれればよいが,大 学所属の研究者担1か

らすれば, どのような知識が実業に役立つ か, よ くわか ら

ない 個 別の事例 を挙げて もらえれば,協 力するの にやぶ

さかでない, とい うような ことで あっただ ろうと思 うが,

大学所属の研究者 と企業所属の研究者 との共同研究は,極

小規模の もの しか行われて こなかった

ところが,日 本 ファーネス社長 の日 中 良一 氏が現れ,

高温燃焼 に関す る大規模な共同研究を行 うことを提案 した

ことか ら, 前例 が大 き く,消イtた  き っかけは, JFRC一 日

本燃焼学会合同研究会であった ように記憶する こ の企画

は, 日中氏の努 力で順調に推移 し,国 家予算を獲得す るま

でになった 今 では,高 温燃焼技 術は, 日本が誇 るべ き技

術 として,い ろいろなところで採用 されている 国 中氏は,

企業の社長 というよ り,親 分肌の仕 掛け人 とい う性格が強

かった 今 で も続いて いる炎 の写真展 開催 に あたって は,

実質上の強 力な援助 は,銀 座の会場 を提供 して くれた東 京

ガスにして いただいたが,賞 を提供 して くれたのは同中氏

であ った ま た,後 に は,若 手 の燃焼研 究者の養成 にと,

「日本 燃焼学会 J基 金 を提供 して下 さった そ の他, 日中

氏は, 日本の大学所属の研究者 と企業 とのかかわ りを大 き

く変革する数多 くの試みを して くれた

田中氏 以前にも,三 菱石油の木村 元雄 氏j東 京ガ スの

井上 二郎 氏な ど,企 業人 の立場で,燃 焼研 究 に従事す る

若者の活動 に,理 解 を示 し,援 助 を惜 しまなかった人々が

お られたことを記憶 にとどめてお きたい 日 中氏の活動は,

このような人々の燃焼研究者 に対す る援助の延長線上 にあ

つた といえる

すでに述べ た ように, 日本の燃焼研究者は, 国際的にも

期待 されて お り,世 界のいた るところで活躍 して いる そ

れ らの活躍 の中で も特筆すべ きは,燃 焼研究者 の意見交換

の場 として,国 際会議の 開催 に協力することをあげること

がで きる

日本の燃焼研究者が主体 となって運営 している国際会議

と して, ま ず あ げ な けれ ば い けない もの は , ASPACC

(Asia Paciflc Con他的ncc on Conlbllstion)である こ の会議 は,

第 1回 を平成 9年 に大阪大学で開催 したが,以 後台南, ソ

ウル,南 京での開催を経て,平 成 17年 にはアデレー ドで ,

その第 5回 を開催 した こ の国際会議 は,ア ジア ‐大平洋

地区の燃焼研究を振興するとい う意味を持たせて,発 足 し

た ものであ り,燃 焼研究の国際化 を具現 した ものであると,

理解 してい る 関 連各国の燃焼研究者の努力に よ り,健 全

に推 移 してい る 日 本 の燃 焼研 究者 の国 際貢 献の場で も

ある

おわりに

「日本燃焼学会Jの 50年 を振 り返つてみると,戦 後の 日

本人の苦労 が凝縮 されているよ うな気がす る 日 本人が国

際社会 に受 け入れ られ るようにす るために,い かに多 くの

人々が大変 な努力をして きたか の歴史である 初 めは頼 り
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にしている人々の好意に頼 るしかな く,自 分の意思 を反映

させ る機会 を求め,独 立 してゆ く 今 後 は,燃 焼の知HTRを,

必要 とする ところに,地 域や国情 を問わず,敷 衛 してゆ く

ことに, われ われの力 を給集 させてゆ くべ き と考えるが,

いかがであ ろうか ? わ れわれ の先輩諸氏 と同じような苦

労をしてい る人 を見つけ,積 極的に援 助 してゆ くことを提

案 したい 「日本燃焼学会Jの 次章を見てみたい
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